
政府・与党方針

2500万円

まで非課税

年齢引き下げ
65歳以上
十60歳以上

＜
日
日
V

n
‖
V

十

十

十

　

　

十

　

　

　

十

改
正
で
の
実
現
を
目
指
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
贈
与
税
に

か
か
わ
る
「
相
続
時
精
算
課

覗
制
度
」
と
呼
ぶ
仕
組
み
を

見
直
す
。
贈
与
税
は
個
人
か
ら
財
産

を
や
b
っ
た
時
に
か
か
る
浮

し
か
し
、
相
続
晩
と
ま
兎
匡

政
府
・
与
党
は
賢
の
財
産
の
贈
与
に
つ
い
て
、
・
2
5
0
0
万
円
ま
で
嘉
琴

7
〇
班
用
事
屯
へ
ノ
止
り
ら
く
l
＝
．
）
r
一

す
る
制
度
の
対
象
に
す
る
方
針
を
固
め
た
。
こ
れ
ま
で
は
子
へ
の
贈
与
が
宴
だ
■
つ

1
1
■
ノ
ー
L
「
・
き
い
（
そ
ヨ
ノ
墨
跡
荊

が
、
蜜
で
広
げ
て
若
年
層
へ
資
産
移
警
賃
制
度
嘉
で
き
る
贈
与
側
の

り
ギ
T
玲
－
う
り
だ
」
′
く
）
5
一
宿
．
ぐ
二
、
．
■
．
．
．

」
．
1
1
、
　
∠
「
f
L
プ
く
刃
．
［
こ
く
」
∈
）
＜
鋸
邦
と
「
偵
グ
一

の
豪
も
従
来
の
餌
歳
以
上
か
ら
餌
歳
以
上
に
下
げ
る
。
高
著
が
持
つ
「
眠
れ
る
皿

堅
ユ
芝
弓
カ
ニ
吾
ヨ
l
“
…
●
ゝ
二
L
L
．

産
」
書
効
に
聾
き
る
仕
組
み
牽
、
日
本
経
済
の
再
生
に
つ
な
げ
る
。

．
■
t
l
　
（
、
．
．
　
て
戸
山
睦
二
で
丈
夫
こ
一
二
肛

、
政
府
榛
日
日
に
閣
議
決
定

妾
緊
急
経
済
対
策
に
、
蘭

父
母
か
ら
孫
へ
の
教
育
資
金

に
つ
い
て
贈
与
税
を
非
課
税

が
異
な
る
た
め
、
生
前
贈
与

の
贈
与
税
は
相
続
時
の
相
続

税
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と
が

多
い
。
弊
害
を
改
め
る
た
め
、

贈
与
税
の
額
を
相
続
税
か
ら

差
し
引
く
仕
組
み
と
し
て
旧

年
に
導
入
さ
れ
た
。

、
現
在
は
こ
の
制
度
を
利
用

に
下
げ

政
府
・
与
党
は
2
0
1
各

年
4
月
め
消
費
増
税
を
控

え
、
格
善
疋
正
の
禦
州
か
ら

富
裕
層
へ
の
蘭
続
税
の
強
化

と
、
贈
与
髄
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
パ
孫
へ
、
の
贈
与

左
多
く
非
課
税
に
す
る
仕
組
・

′

み
は
相
続
・
贈
与
税
改
革
の

魔
の
一
つ
に
位
置
付
け
る
。

閲
嵐

∵．√・・・・十・
〆

す
れ
ば
、
子
へ
の
贈
与
に
つ

い
て
は
1
人
あ
た
り
2
5
0

0
万
円
ま
で
が
非
課
税
と
な

る
。
こ
の
対
象
に
孫
を
加
え

る
。
2
0
歳
以
上
の
子
と
孫
が

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

なる。

l
■
t
l
l
一

■
ノ
．
、
′
．
」
．
一
山
ハ
　
ム
／
ヽ
ィ
、

と
表
で
銅
％
の
税
率
が
か
か
る
。
・
現
行

制
度
は
蒔
歳
以
上
の
敵
か
ら
、
2
0
歳
以
上

の
推
定
相
続
人
｛
原
則
と
し
て
子
）
へ
の

贈
与
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

還
縞
時
精
算
課
税
制
度
親
か
ら
子

へ
の
贈
与
と
完
膚
の
相
続
警
合
算

し
て
相
続
税
額
嘉
出
す
る
仕
組
み
。
毎

与
税
の
基
礎
控
除
は
1
1
0
万
円
だ
が
、

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
累
積
で
2
5
0

。
万
円
ま
で
が
贈
与
財
産
か
ら
控
除
で
き

る
「
非
課
税
枠
」
と
な
雪
枠
蓋
え
る

ヒ
一
堂
蒜
－
0
／
0
）
止
些
′
八
一
ヾ
、
、
．
－
）
　
′

贈
与
す
る
側
の
要
件
も
緩

和
す
る
。
現
在
は
6
5
歳
以
上

と
な
っ
て
い
る
が
、
6
0
歳
以

上
に
下
げ
る
方
針
だ
。

▲
2
0
歳
以
上
の
子
や
孫
へ
の

贈
与
は
税
率
も
下
げ
る
方

針
バ
課
税
対
象
と
な
る
財
産

の
う
ち
6
0
か
万
円
超
～
l

0
0
0
万
円
に
3
0
％
、
ュ
0

0
0
万
円
超
～
1
5
月
0
万

円
を
朝
％
な
ど
と
す
る
。
現

在
は
針
0
0
万
円
超
～
工
作

0
0
万
円
で
4
0
‰
な
ど
と
し

て
お
り
」
減
税
と
な
驚
一

連
の
見
直
し
は
1
5
年
1
月
か

ら
実
施
す
る
方
向
だ
り

贈
与
税
の
見
直
し
は
消
費

増
税
を
巡
る
社
会
保
障
と
税

の
「
体
改
革
の
中
で
議
論
さ

れ
る
。
格
差
を
是
正
す
る
観

点
で
、
改
野
・
与
党
は
所
得

税
の
最
高
税
率
は
4
5
％
に
上

げ
、
相
続
税
も
最
高
税
率
を

溺
％
に
上
げ
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。

れ
て
き
た
。
滑
費
増
税
は
年

活
に
欠
か
せ
な
い
食
料
儲
な

ど
へ
の
消
費
が
多
い
低
所
得

層
の
負
担
感
が
大
き
い
と
さ

た
だ
、
家
計
が
持
つ
約
1

5
0
0
兆
円
の
金
融
資
産
の

う
ち
、
．
6
割
は
高
齢
者
が
持

っ
。
政
府
・
与
党
に
は
贈
与

を
促
し
て
眠
る
資
産
を
動
か

さ
な
け
れ
ば
、
個
人
消
費
を

通
じ
た
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
ら
な
い
と
の
見
方
が
多

ヽ

l

 

O

r

V


